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呉市地域公共交通
総合連携計画策定調査について

呉市地域公共交通協議会

資料５資料５



2

背景・目的

効果的・効率的で持続可能な移動サービスの構築が急務！

呉市地域公共交通総合連携計画の策定

マイカーの普及
バス利用者の減少

公共交通空白・
不便地域の存在

効果的・効率的で持続可能な移動サービスの提供

地域公共交通活性化
及び再生に関する法律の施行

移動サービスの地域間
でのばらつきの存在

○呉市全市における公共交通の基本方針等を検討
○短期的課題については、「地域公共交通特定事業」に位置付け、事業計画を検討
○利用促進や地域で支えるしくみづくり等についても検討

○背景

○目的
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地域公共交通活性化再生事業とは

地域公共交通活性化・再生法の目的を達成するため、同法を活用し、地域の多様なニーズに応えるために鉄道、コミュニティバス・乗合タ
クシー、旅客船等の多様な事業に取り組む地域の協議会に対し、パッケージで一括支援する柔軟な制度を新たに設けることにより、地域
の創意工夫ある自主的な取組みを促進する。

◇ 鉄道、バス・乗合タクシー、旅客船の実証運行（運航）
・ 鉄道の増便・ダイヤ変更等の実証運行
・ コミュニティバス・乗合タクシーの導入・路線バス活性化
等のための実証運行
・ 旅客船の航路再編・増便・ダイヤ変更等の実証運航 等

◇ 車両関連施設整備等

・ バス車両購入費、車両・船舶関連施設
整備、バス停等待合い環境整備、
デマンドシステムの導入 等

◇ スクールバス、福祉バス等の活用
◇ 乗継円滑化等
・ 乗継情報等の情報提供、ＩＣカード導入、
Ｐ＆Ｒ・Ｃ＆Ｒの推進、ボランティア
センター設置・運営 等

◇ 公共交通の利用促進活動
・ レンタサイクル、イベント、広報、乗継割引
運賃・周遊切符等のシステム設計 等

◇ 新地域旅客運送事業の導入円滑化
◇ その他地域の創意工夫による事業

地域公共交通活性化・再生総合事業地域公共交通活性化・再生総合事業

新支援制度による支援

策定支援

取組支援

（例）

地域公共交通活性化・再生総合事業計画 （３年）

地域公共交通総合連携計画
地域公共交通の活性化及び再生を総合的かつ一体的に推進
するための計画

うち協議会が実施する事業

＜制度の特徴＞
【計画的取組の実現】
・計画に対する補助で、計画的な事業実施が可能

【協議会の裁量確保】
・事業をパッケージで一括支援
・メニュー間、年度間における柔軟な事業の実施

【地域の実情に応じた支援の実現】
・地域の実情に応じた協調負担の実現

【事業評価の徹底】
・成果を事後評価し、効率的・効果的な事業実施を確保

＜補助率等＞

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成19年10月1日施行）

市町村 公共交通事業者 道路管理者 住民港湾管理者 公安委員会 等

協議会

○「地域公共交通総合連携計画」（法定計画）策定経費
定額（上限については調整中）

○総合事業計画に定める事業に要する経費

・実証運行（運航） １／２

・実証運行（運航）以外の事業 １／２ （※）
（※）政令市が設置する協議会の取り組む事業 １／３

・協議会の参加要請応諾義務
・計画策定時のパブリックコメント実施
・計画作成等の提案制度
・協議会参加者の協議結果の尊重義務

地域公共交通活性化・再生法の目的を達成するため、同法を活用し、地域の多様なニーズに応えるために鉄道、コミュニティバス・乗合タ
クシー、旅客船等の多様な事業に取り組む地域の協議会に対し、パッケージで一括支援する柔軟な制度を新たに設けることにより、地域
の創意工夫ある自主的な取組みを促進する。

◇ 鉄道、バス・乗合タクシー、旅客船の実証運行（運航）
・ 鉄道の増便・ダイヤ変更等の実証運行
・ コミュニティバス・乗合タクシーの導入・路線バス活性化
等のための実証運行
・ 旅客船の航路再編・増便・ダイヤ変更等の実証運航 等

◇ 車両関連施設整備等

・ バス車両購入費、車両・船舶関連施設
整備、バス停等待合い環境整備、
デマンドシステムの導入 等

◇ スクールバス、福祉バス等の活用
◇ 乗継円滑化等
・ 乗継情報等の情報提供、ＩＣカード導入、
Ｐ＆Ｒ・Ｃ＆Ｒの推進、ボランティア
センター設置・運営 等

◇ 公共交通の利用促進活動
・ レンタサイクル、イベント、広報、乗継割引
運賃・周遊切符等のシステム設計 等

◇ 新地域旅客運送事業の導入円滑化
◇ その他地域の創意工夫による事業

地域公共交通活性化・再生総合事業地域公共交通活性化・再生総合事業

新支援制度による支援

策定支援

取組支援

（例）

地域公共交通活性化・再生総合事業計画 （３年）

地域公共交通総合連携計画
地域公共交通の活性化及び再生を総合的かつ一体的に推進
するための計画

うち協議会が実施する事業

＜制度の特徴＞
【計画的取組の実現】
・計画に対する補助で、計画的な事業実施が可能

【協議会の裁量確保】
・事業をパッケージで一括支援
・メニュー間、年度間における柔軟な事業の実施

【地域の実情に応じた支援の実現】
・地域の実情に応じた協調負担の実現

【事業評価の徹底】
・成果を事後評価し、効率的・効果的な事業実施を確保

＜補助率等＞

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成19年10月1日施行）

市町村 公共交通事業者 道路管理者 住民港湾管理者 公安委員会 等

協議会

○「地域公共交通総合連携計画」（法定計画）策定経費
定額（上限については調整中）

○総合事業計画に定める事業に要する経費

・実証運行（運航） １／２

・実証運行（運航）以外の事業 １／２ （※）
（※）政令市が設置する協議会の取り組む事業 １／３

・協議会の参加要請応諾義務
・計画策定時のパブリックコメント実施
・計画作成等の提案制度
・協議会参加者の協議結果の尊重義務

資料；国土交通省HPより
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調査・検討フロー

※ComPASS
中国運輸局が開発した地域バス
運行計画策定支援ソフト
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１．現況調査
（1）地域概要と主要施設状況
（2）公共交通の運行状況
（3）移動の状況

２．アンケート調査
（1）住民アンケート調査
（2）利用者アンケート調査

３．ヒアリング調査
（1）バス利用者 （2）医療機関
（3）学校 （4）行政（庁内・支所）
（5）交通事業者
（6）行政（他市町）
（7）商業施設（商工会議所等）

４．課題の抽出
（1）住民の移動に関する課題
（2）バス運行や他の公共交通機関の課題
（3）地域間格差等の地域別課題

５．基本方針策定
（1）地域公共交通体系の基本的な考え方
・地域の実態に応じた地域公共交通体系の構築（広域移動、地域内移動 ）
（2）移動の確保に関する基本方針
・移動サービスの不便地域の縮小・解消
・移動サービスの平準化・効率化
・目的移動サービス（福祉移送、スクールバス等）の効率化
・路線バスタイプやデマンド型乗合タクシータイプ等の運行形態／需要に応じた車両サイズ・運行経
路、カバーする地域等の考え方／航路の考え方／計画主体（地域と連携）

ComPASS※
を適用した現況分析

６．地域公共交通総合連携計画策定
（1）広域移動（旧市内路線含む）の運行計画
・運行改善計画（地域の利便性・利用者増加） ・他の公共交通との連携
（2）地域内移動の戦略プロジェクト
・地域別の地域内路線計画
（3）航路の戦略プロジェクト
・音戸渡船および離島航路の再編
（4）地域公共交通の利用促進策・地域との連携方策
・情報提供 ・利用促進 ・交通結節点 ・地域で支えるしくみ ・住民と協働で創る計画
・多様な複合的サービス
（5）事業計画
・実務上の手続き ・事業実施スケジュール
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呉市の公共交通体系

東広島市坂町

熊野町

航路

航路（渡船）

生活バス

安芸区
（広島市）
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公共交通の状況（生活バス等）

呉市生活バス等路線図

各地域の生活バス等のサービス（H18）

生活バスの収支状況（H18実績）

単位；千円

※その他、音戸循環線（さざなみ）に対し
　運行負担金13,868（千円）（H18）

・下蒲刈地区；1路線
・蒲刈地区；1路線
・安浦地区；3路線
・豊浜・豊地区；1路線
・倉橋地区；3路線
・川尻地区；1路線
・音戸地区；1路線

運賃

・下蒲刈地区；70円、120円
・蒲刈地区；100円～390円
・安浦地区；１回乗車200円均一
・豊浜・豊地区；100円～350円
・倉橋地区；150円～560円
・川尻地区；１回乗車150円均一
・音戸地区；150円～680円
　（小学生以下は半額）

一日あたり1便（倉橋地区）～
15便（豊浜・豊地区）
※曜日運行の地域あり

路線数
経路

運行回数
※便：往復を１便とす
る。

資料；呉市公共交通網再編検討業務報告書

運行収入 ①

運行経費 ②

損益
① － ②

H18運行負担金 96,533

第３種生活交通路線
維持費補助金（県） 22,737

124,125

△ 98,630

25,495
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公共交通の状況（航路）

航路

運航回数
※便：往復を１便とす
る。

運賃

・三角～久比航路
　※三角島人口43人（H19.9住基）
・斎島～久比航路
　※斎島人口27人（H19.9住基）
・情島航路
　※情島人口12人（H19.9住基）
・音戸渡船

・三角～久比航路；130円
・斎島～久比航路；160～450円
・情島航路；１回乗車210円均一
・音戸渡船；１回70円

一日あたり3便～5便
※日祝運休の航路あり
※音戸渡船は既定の運航回数なし

各航路のサービス

・三角～久比航路は国、県からの
補助、斎島～久比航路は県から
の補助をそれぞれ差し引いた額

・情島航路は8,300千円/年、音戸
渡船は2,400千円/年の定額負担

備考

・三角～久比航路；4,314千円

・斎島～久比航路；8,634千円

・情島航路；8,300千円

・音戸渡船；2,400千円

内訳

23,648千円市費負担

航路への市費負担状況

・情島航路；210円
・音戸渡船；70円
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現時点での課題認識

• 合併前の地域間でばらついた移動サービ
スの見直し
　 （全市で統一的な考え方にもとづく基準の設定）

• 公共交通空白・不便地域の削減

• 効果的、効率的な移動の確保

• 交通結節機能の向上　　など
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課題の例）地域間でばらついた移動
　　　　　サービスの見直し

○合併前の制度が引き継がれて
いるため、サービス水準（運行頻
度、運賃等）に地域差あり
○全市で統一的な考え方にもとづ
くサービス設定が必要

資料；呉市公共交通網再編検討業務報告書
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課題の例）公共交通空白・
　　　　　不便地域の削減

○斜面住宅地等を中心に、公共交通空
白・不便地域が存在

資料；呉市公共交通網再編検討業務報告書
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東広島市坂町

熊野町
安芸区
（広島市）

課題の例）効果的・効率的な移動の
　　　　　確保（離島航路）

○豊島大橋の開通に伴う移動の
変化や燃料費の高騰等を踏まえ、
効果的・効率的な移動の確保に
ついて検討が必要

三角島

斎島～大浜

三角島～久比

斎島
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課題の例）交通結節機能の向上
　　　　　（音戸渡船）

○両岸で一体の生活圏をなす地域における歩行者や自転車等
の移動を担う音戸渡船の交通結節機能の向上について検討
が必要（待合所の整備、他の交通機関との乗り継ぎ等）
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今後の進め方

（6）地域公共交通総合
　　連携計画策定

（4）課題の抽出

（2）アンケート調査

（1）現況調査

7 111098

協議会開催（予定）

（5）基本方針策定

（3）ヒアリング調査

32112検討項目


